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   The increasing effects of various amino acids and medical drugs upon urinary protec-
tive colloids has been investigated by three differing  procedures  : 1) addition of various 

substances in vitro, 2) administration of various substances to the patients with urolithiasis, 

3) salts prezipitated experiment. 
   1) In this experiment, both Ogawa's method and Yamazoe's method were utilized as 

a test for protective activity of urinary colloids. Triptophan, cystine and 1-methionin in-

creased the effect of urinary protective colloids both in Ogawa's method and Yamazoe's 
method in vitro. On the other hand, arginine hydrochloride, isoleutine, lysin and glutamic 

acid increased the protective colloidal effect only in Yamazoe's method in vitro. 

   Polytamin, mastigen B12, rutin, neo-strong Minophagen C and its constituent com-

ponents (glycyrrhizine, glycyrrhezic acid and glucose cysteine) incresed the protective col-
loidal effect both in Yamazoe's method and Ogawa's method in vitro. On the other hand, 
methio-mastigen B12 revealed the effect only in Ogawa's method, and chondroitin sulfate 

revealed the effect only in Yamazoe's method. 

   2) As a clinical experiment, neo-strong Minophagen C, hyaluronidase and chondroitin 

sulfate were given to the patients with urolithiasis. It was found that neo-strong Mino-

phagen C and chondroitin sulfate increased the protective colloidal effect in urine, and 
hyaluronidase did not show an obvious increasing effect. It is obscure, however, that 
such an increasing effect of chondroitin sulfate is due to the chondroitin sulfate itself or 

some unknown substance in the metabolic process of chondroitin sulfate . The protective 
effect of neo-strong Minophagen C seems to be a direct protection for urinary salts , and 
glycyrrhizine particularly glycyrrhezic acid, above all other constituent elements of  neo-
strong Minophagen C, seems most effective. 

   3) From the results of salt prezipitated experiment, electrodes were inserted into 
urine, with or without addition of polytamin, neo-strong Minophagen C and its constituent 

components and chondroitin sulfate, it was recognized that the amount of prezipitated 

salts were decreased by the addition of these substances . Also in this experiment, the 
amount of prezipitated salts were increased with addition of salts or colon bacilli .
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緒 言

尿路結 石 形 成 の一 因子 と して 尿 中 保護 膠 質 の

減 少が 挙 げ られ,此 の尿 中増 加 を 将来 す る事 に

よつ て尿 石 の発 生,叉 は再 発,更 に は そ の発 育

を阻止 せん とす る試 みに 関 し て は,Franke

(1943)の 酸 性 多糖 類 が 保 護作 用 を な す との報

告が あ り,更 にButtandHauser(1952)は

ヒァル ロニ グ ーゼ の注 射 に よ り尿 中膠 質 の 活 性

度を増 加 させ る事 を報 告 し,更 に結 石 患者 に 用

いて尿 石形 成 の停 止,或 は 遅 延 す る事 を認 め,

又WohlzogenuBrandstetter(1952-1953)は

ビアル ロン酸又 は そ の 分解 産 物 等 が 尿 中 に 出 る

為,蔭 酸結 晶 の大 き さを変 化 させ る とし て結 石

患者 の治 療 に用 い られ る と述 べ た.而 しGibian

等(1953)は 更 に低 い分 子量 の分 解 産 物 で膠 質

性を有す る もの が問 題 で あ り,ビ ア ル ロ ン酸 に

対して は反対 意 見を 述 べ て居 る.

更に ム コ蛋 白,コ ン ドロイ チ ン硫 酸 等 に 就 い

て古 くか ら述 べ られ,本 邦 に て は坂 口(昭 和8

年)が 唾液 及 び 胃液 を用 い て試 験 管 内 でそ の ム

チ ンが膠質 保 護 作 用 を増 強 させ る事 を述 べ,又

原田等 は強 力 ミノ フア ーゲ ンC,ル チ ン,ス プ

ラーゼ,エ ナル モ ン.レ メチ オ ニ ン.グ ル ク

ロン酸,均 塩 酸 ソー ダ等 に 就 い て そ の保 護 作 用

の有無 を調査 報 告 して居 る.更 に井 上 も同様 の

報告を な し,楠 も強 力 ミノフア ー ゲ ンCに 就 ぎ

臨床的 効果 を述 べ,森 等 は グル ク ロ ン 酸 に 就

き,更 に加藤 は ペ レス トンN,チ ヨ コ ラAに 就

き,又 大堀 は グ リセ リン投 与 に就 い て種 女 の報

告を行 つて い る.

私 も同様 に各種 薬 剤 に就 い て試 験 管 内及 び臨

床的に 各 々を用 い て,そ の作 用 の強 弱 を調 べ,

更に同一条 件下 に於 い て 各薬 剤添 加 に よ る場 合

の尿 中塩類 の析 出状 態 を 調 べ て,各 薬 剤 の 尿 中

膠質増 加 に 効 あ る程 度 を 見出 した の で藍 に報 告

する.

実 験 方 法

第1篇 に記載せ る如 く小川膠 質反応を用いたが,更

に一部山添法 も同時に行つた.尚 山添法は井上等に よ

れぽ肉眼的比色採点であ るが私は光電比色計を用い・

あらか じめ標準曲線を標準液に より作製 し,此 れに よ

って比色採点 した.各 試薬M/loo昇 禾水溶液,フ クシ

ン試薬,M/50ヨ ー ドカ リ液及び標準液は全部同様で

あ り,且 っその実験方法 も混合,振 湯,遠 心共に同様

であ る為その詳細は文献を挙げ るに止め る.

又不分極電極挿入による塩類析出阻止実験では各試

料のpH,及 び塩類濃度,更 に極間距離,時 間,電 圧

等に左右され る為,此 れ らの条件を全べて一定 として

各試料間の塩類析出状態に就 いて観察 した.此 の実験

方法 の詳細 も長沢によつて述べ られ て居る為文献を挙

げ るに止める.

試験管内実験成績

先 ず種 々の ア ミノ酸 の中,2%DL-Alanin,2%

L-Lysin,2%L-lsoleucine,2%L-Leucine,2%

DL-Asparticacid,2%DL。Phenylalanin,1%

L。ArginineHydrochloride,1%glutamicacid,

1%Threonine,1%Serine,1%Tyrosine,1%

Hydrooxyproline,1%Hystidine,1%Valine・

1%Proline,1%Glycille,2%L-Methionin,

Triptophan飽 和溶 液,Cystine飽 和 溶 液 の19種 の ア

ミノ酸 に 就い て,小 川膠 質 反応 を 試み た が,Met-

hionin,Triptophan,Cystineの3者 を除 く他 の

16種 の ア ミノ酸 は 全 く保 護 作用 を認 め ず,上 記3種 の

み に 保護 作用 を認 め た(第1表)

特 にTriptophan懸 濁液(1%の 割 合)に て は

0.00024%迄,Cystine懸 濁液(1%の 割 合)に て は

0.03125%迄 夫 々保護 作 用 を認め た.又Methionin

は0.5%迄,又Triptophan,及 びCystineの 上 清液

に て も夫 々512倍 稀 釈,16倍 稀 釈迄 保 護 作 用 を 認 め

た.

又1%Glutamicacid,196ArginineHydroch-

10ride,2?61soleucine,2%Lysine,2%Alanin,

2%Leucine,296Phenylalaninの7種 に前 記 の保

護作 用 を 有す る と思 は れ るTriptophan,Cystille,

Methioninを 加え て 山添 法 に て測定 した場 合は 第 皿

及 び 第 皿表 の 如 くで あつ て,正 常 尿 の1時 間 全 量 を

800ccに 稀釈 し,此 の3ccに 蒸 溜水1ccを 加 え

た もの を対 象 と して,被 験 ア ミノ酸 は 蒸 溜 水 に代 え て

夫 々同一 尿 に1cc宛 を 加 え て測 定 した.此 の場 台 小 川

反 応 に て保 護 作用 を認 め た3種 の ア ミノ酸は 勿論 保護

作 用 を認 め た が,更 に此 の場 合はArginineHydr-

ochlorideに 高 値 の 保護 作用 指 数 を認 め,Isolencine

が此 れ に次 ぎ,更 にはLysine,Glutamicacid}こ

も軽 度 の 指数 上 昇 を認 め た.他 のAlani■e.Leucine

Phenilalaninの3種 は 対照 よ り低値 を示 した(第ll,

巫表)
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第1表 ア ミノ酸の小川膠質反応

2%L一 メチ オ ニソ

トリプ トフ ア ソ

飽 和

チ ス チ ン 飽 和

Y

1

1-3

1-3

YYR

4-6

YR

2-3

7

4

RRY

8-9

R

4一 レ

10-〉

5→

第 皿表 ア ミノ酸の山添法

点 数

被 検 尿

尿3cc十2%L一 メチ オ ニソ1cc

〃+}リ プ トフ アン飽 和 液1cc

〃+チ ス チ ン飽 和液1CC

被 検 尿

尿2CC十29/oL一 メチ オ ニ ン2CC

■!十 トリプ トフ ァン飽 和 液2cc

〃 十チ ス チ ン飽 和液2CC

2.96

3.70

3.71

3.13

1.32

1.85

1,26

2.36

3.68

4.34

3.71

2.96

1.41

1.30

1.77

1.93

第 皿表 ア ミノ酸 の山添法

点数

被 験尿3cc+溜 水1cc

〃

〃

〃

ノ

〃

〃

〃

十1%グ ル タ ミン 酸1CC

十1%ア ル ギ ニ ン ヒ ド ロ ク ロ リー ド1CC

十2%イ ソ ロイチ ンIcc

十2%リ ヂ ン1CC

十2%ア ラ ニ ン1cc

十2%ロ イ チ ソlcc

十2%フ エ ニ ー ル ア ラ ニ ン1cc

」1.・ ・

1.55

6以上

4.85

1.73

1.41

1.20

1.14

次に各種製剤及びその構成々分に就いて小川膠質反

応 を試みると第IV表 の如 くであって,強 力 ミノフアー

ゲンC(以 下強力Cと 略す)に ては2倍 稀釈迄は完全

に保護作用 を認め,8倍 稀釈にては保護作用は消失 し

た.更 にその構成々分である所のグ リチール リチン,

グルコースシスティン.グ リココールに就いて検す る

と,グ リチ ール リチンに於 て最高度の保護 作 用 を 認

め,そ の0,5%懸 濁液にて32倍稀釈迄完全に保護作用

を認め,128倍 稀釈にてそのf乍用は消失 した.叉0.5

90グル コースシスティン懸濁液は32倍 稀釈迄は保護作

用を有 し,64倍 稀釈に てその作用は消失 した.グ リー

コールでは1%溶 液ではその作用は認め得なかった.

更にグ リチ ール リチ ンをグ リチールレチ ツクァシ ドと

グル クロン酸に分け,そ の各々に就いて験す ると,前

者は0.2%溶 液で256倍 稀釈之て も完全に保護作用を

有 し,そ の作用消失 は1024倍 稀釈にて初めて認めた.

又 グル クロン酸に就 いては10%溶 液にては保護作用は

認め得なかった。以上 よ り強力Cに 於ける保護作用を

営む主た る ものはグ リチ ール リチ ン,特 にその分解物

たるグ リチール レツチ ク酸 と考え られ る.

次に生体 内に生理的に存在す るMucopolysaccha-

rid酸 に属す るヒァル ロソ酸(N-Acety1-glucosamin

とグル クロン酸)及 びヘパ リン(Glucosaminと グ

ル クロン酸 と硫酸基)及 び コン ドロイチン硫酸(以 下

コ硫酸 と略す)(N-Acety1-galactosaminと グルク

ロン酸 と硫酸)の 中.後 の2者 を得 る事が 出 来 た の

で,夫 々に就いて小川反応を試みた結果1%7硫 酸

(科研 セ レブ リン又は コン ドロンを使用)及 び1%ヘ

パ リンNa塩(Connanght社 製)は 共 に 保護作用

は認められないが,此 れに ヒァル ロニ ダ ー ゼ1000u

(Mc.c法)を37℃ にて 約20時 間 作用 させると8倍

及び16倍 稀釈迄保護作用を有 した.又 此れを ヒァル ロ

ニダーゼの作用を減 弱せ しめ る意味で夫々,100℃10

分間加熱 した場合 も同様に16倍 及び32倍 稀釈 で保護作

用は消失 し,8倍 及び16倍 迄は保護作用を有 した.即

ち ピアル ロニダーゼ単独の場合 よ りも2～4倍 の保護

作用を認め た.

ピアル ロニダーゼ単独の場 合は表に示す如 く,1000

TRU(1cc中)に ては32倍稀釈にて も保護作用が有 り

64倍稀釈にて初めてその作用は消失 した.又1000u

(Mc.c法)に ては16倍 稀釈にて保護作用は消失 した,

又100℃,10分 の加熱 によつて約1/2に その作用の減

弱す るのを認めた.
コ硫酸及びヘパ リンの分解産物 としてのグルクロソ

酸に就いては先に述べ たが,又 ガ ラク トサ ミン.グ ル

コサ ミンの各 々に就いて小川反応を試みた が2%溶 液

ではその保護作用は認め られ なかつた.故 に ここ迄来

る分解過程の途中に於 て保護作用 を発揮す るのか とも

考え られ るが,山 添法 による時は明 らかにヘパ リン,

コ硫酸共にそのままで保護作用が認め られた.

以 上の他にマスチ ゲンB、2,メチオマスチ ゲンB12,は

夫 々512倍 稀釈,16倍 稀釈迄保護作用を示 し,1024

倍,32倍 稀釈にてその作用は消失 した.更 に2%ル チ

ノンは1024倍 稀釈にても尚保護作用 を認めた.而 し20

%葡 萄糖は殆んどその作用は認め得 なかつた.

ポ リタ リン静注用は512倍 稀釈にても尚保護作用を
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有して居 り,此 れが カゼイン分解産物 よ り成 る所か ら

見ても,第1,fi篇 に述ぺた如 く蛋 白質又は その分解

産物が強い保護作用 を成す事が考え られ,尿 中膠質 の

炎症時増加を認め るのも此の尿中蛋 白質又はその分解

過程に於ける物質によるのであろ うと考え られ る(第

1v表)

第IV表 各種薬剤小川反応

lYRIRRY
l

ン.ポ リタ ミン等 に於いては夫 々に保護作用を有する

もの と考 えられる(第V及 び第W表)

第V表 各種薬斉1」山添法

10%グ ル ク ロン酸

20%ブ ドー糖

ポ リタ ミソ静注 用

メチオ マスチ ゲ ンBエ2注

マスチ ゲンB12注

2%ル チ ノン

強 力C

O.5%グ リチ ール リチ ン

0.5%グ ル コース シ ス テイ ン

1%グ リコ コール

0.2%グ リチ ール レチ ッ クア
シツ ド

ビアル ロニダ ーゼ1000TR.U.

〃1∞Ou(MC法)

〃100℃10分 加熱

1%コ 硫酸

"+1000u37℃20時 間 後

100℃10分 加 熱

1%ヘ パ リン(100u/mg)

"+1000u37℃20時 間 後

100℃10分 加熱

2%Nア セチ ール,グ ル コサ
ミン及び ガ ラ ク トサ ミン

YiYYR

〔

1-8ト ー

1_415

1-3P一

ト

I

lI2

1-4-

I

ll-4

　

1一

9

1-3

6-9

4-
10

1

3-5

5

5-8

2-4

'「

1-2

1-2

1-3

1

4

2

6

R

1一 レ

2→

10→

5→

10→

11一 レ

3

7→

点 数

9

5

3

3

4

被 験 尿

同 尿3cc+強 力Clcc

〃+1%コ 硫 酸1CC

〃 十 ヘ パ リ ン(20mg)lcc

〃 十〇,5%グ リチ ー ル リチ

ンlCC

〃 十 〇.5%グ ル コ ー ス シ ス

テ イ ンICC

〃 十 グ ル ク ロ ン 酸ICC(100

mg)

〃 十 ピ ア ル ロ ニ ダ ー ゼICC

(2000u)
,ク

〃

1CC

〃

〃

十 マ ス チ ゲ ンB121cc

十 メ チ オ マ ス チ ゲ ンB12

十2%ル チ ノン1CC

十ポ リタ ミン 静注 用1Cd

2.96
1

1.6813.682.19

3.,。,.,4「 、,11

6

以 上

4.85

4.70

2.79

3.52

2.Ol

l

6
以上

1
・6

以 上

.2 .67

II4
.6015.233.2雲

bO

3・29i

l

4.681

[1

1.82

l

l

t

I

I

!2.33

11

旨

3.68

6→

1一 レ

10-・

6-・

4→

3→

第VI表 各種薬剤山添法

1→

4→

1→

5→

1→

以上 の諸種 薬 剤 に就 い て 山添 法 を 試み る と強 力C,

コ硫酸,ヘ パ リン,マ スチ ゲ ンBl2,296ル チ ン,ポ

リタ ミン或は 強 力Cの 構成 々分 た るグ リチ ール リチ ン

・グ リチ ー ル レチ ツ ク酸 に ては 保護 作 用 の あ るの を 認

め,又 小 川反応 に て 此れ を認 め 得 なか つ た グル クロン

酸 にて も軽 度 の保 護 作用 を認 め た.而 しな が ら逆 に ピ

アル ロニダ ーゼ,メ チ オ マ スチ ゲ ンB12,に 於 い て は何

れ も保護作 用 を認 め 得 なか つ た.

即 ち両者 の 被験 成 績 が共 に そ の作 用 を 有す る強 力C

とその構成 々分 グ リチ ール リチ ン,グ リチ ール レチ ツ

ク酸,及 び コ硫 酸,ヘ パ リン,マ ス チゲ ンB12 ,ル チ

被 験 尿

同 尿2CC+強 力C2CC

〃 一ト1%コ 硫 酸2CC

〃 十〇.5%グ リチ ー ル リチ ソ

2CC

〃 十 〇.5%グ ル コ ー ス シ ス テ

イ ソ2CC
〃 十 グ ル ク ロ ン 酸(100mg)

lCC

〃 十 ピア ル ニ ダ ー ゼ2000u溶

解

ク 十 マ ス チ ゲ ンB121cc

〃 十 メ チ オ マ ス チ ゲ ンB12

1CC

〃 十2%ル チ ノ ンlcc

〃 十 ポ リタ ミソ 静 注 用2cc

点 数

1.32

6以 上

6以 上

1.29

4.∞

1.29

6以 上

3.21

1.47

3.15

6以 上

3.13

3.70

1.41

6以 上

6以 上

4.38

4.43

3.83

3.66

0

4.47

臨床 投 与 成 績

上記薬剤の中現在迄に認め られ て来た,コ 硫酸,強

力C,ヒ ァル ロニダーゼの各々に就いて尿石症患者に

此れを試みて見た.

1)コ 硫酸.

コ硫酸投与例としては上部尿石症5例 に就いて0時
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第田表196コ 硫酸投与例

症例

1福 ○

6

　

左
尿
管
石
)

Y

1

1

1

1

1-2

1

m田11_,

δ

　

右
尿管

石
)

1-5

1-5

YYR

2

YR RRY

3_、15

R

6-'

2-5「6→

i2-sl-6→

2_5「_6_

・'-sl-6→

2-41-'5一 レ

F

4-5

6

6

6→

7-,

7一 レ

注射前 日24時間尿

(毎12時4cc筋 注)
注射開始24時 間尿

第2日 全尿(注経続)

第3日 全尿(注経続)

注終了24時 間尿

〃 第2日 全尿

1-5

11 2-4

L

皿佐Ol-2

δ11-3

1に:
酬1-・

[1

IVO村

δ

1

1

翁1-2

箋:∴

;1

3-5

4-6

4-6

4-6

3-5

2-4

2-4

2-5

3-4

一12-5

3-5

VO部

δ

1-5

1-7

2ii-5

讐i,一 ・

有1_4

2-4

6

注射前 日24時間尿

(毎12時4CC筋 注)
注射開始24時 間尿

第2日 全尿(注経続)

7→1第3日 全 尿(注 経 続)

,」 注終了後第,日 全尿

注射前 日24時間尿

(毎12時4CC筋 注)
注射開始24時 間尿

第2日 全尿(注経続)

第3日 全尿(注経続)

注終了24時 間尿

射後の時間的経過に就いては既にGoidberg,及 び斉

藤に より述べ られて居 る為省略 した.

本剤 の投与結果は第田表 に示す如 くであつて第 皿,

皿,IV,V例 に於いて膠質量 の増加を認め,第1例 の

み極 く軽度の増加傾向を示 し,特 に第V例 は著明に増

加 した.而 して注射終了後第1日(24時 間)に て膠質

量の旧態 へ復 したのは第 皿,IV例 であ り,第1,皿,

V例 は48時 間後に於 て略 々旧態 に復 して居 り,全 体の

傾向 としては注射終了後24時 間にてその保護作用は消

失す る ものの様であ る.全 例 に於て膠質減少又は全く

変化の無かつた症例は認めなかつた.尚 一側腎別除後

他側の尿管皮膚吻合を施行 した一例に於いて強度の塩

類尿を持続す る患者に2%コ ン ドロン4cc宛 毎12時 間

に静注 した所,そ の混濁尿は極めて軽快 した症例を経

験 した(第 四表)

2)ピ アル ロ ニダ ーゼ

6-・

7→

7→

7→

6→

56-.

5

5→

6→

6一 レ

6→

6-》

5一 ン

〃 第3日 全尿

6

6-71

5

注射前 日24時間尿

(毎12時4CC筋 注)
注射開始24時 間尿

第2日全尿(注経続)

第3日 全尿(注経 続)

注終了24時 間尿

〃 第2日 全尿

　

6→ 注射前 日24時間尿
　

・惟 窮髄 灘 潔
7→i第2日 全 尿(注 経 続)

18-・ 第3日 全 尿(注 経 続)1

6-・ 注 終 了第2日 全 尿

及び12時 に1%コ 硫酸を4cc宛 筋注 し,連 日正午 より

翌 日正午迄 の24時 間尿を採取 し注射前 日及び注射開始

3-4日 間の連続投与期間及び投与終了後の1-3日

問 の各尿の一部を とつて膠質量を測定 した.本 剤の注

ヒァルPニ ダーゼ投与例 としては上部尿石症3例,

下部尿石症1例 に就いて,各 症例に就いて種 々の方法

で投与 し,そ の膠質量を測定 して見た.そ の結果は第

V皿,IX表 の如 くであつて2000TRU投 与群,症 例1

の1,2,fiの1,2に 於いてその増量傾向を認めたの

は症例 皿の1の みであ り,此 の場合は投与後1～3時

間の尿に増量を来 た し,12時 間後迄持 続 した が,24時

間後にては投与前値 に下降 した.而 しなが ら他の場合

特に症例1の1,2に 於ては全 く変化 を認めなかつた

症例 皿の2に 於 いては投与2時 間後 に於いて軽度の

増加を認めた.又4000TRU投 与せ る症例1の3,4

,症 例 皿の3に ては,症 例1の3に 於いてのみ投与2

時間後に軽度の増加を認めた以外は殆んど認め得る様

な変化は無かつた.以 上 の結果か ら増量す る場合は2

～4時 間値 との判定で,両 腎分離尿 を右腎孟結石に於

いて試み たが(第 皿表),投 与前及び投与4時 間後の

何れに も全 く変化は認め得なかつた,

又スプ ラーゼ1000uを 右腎結石の一例に投与 した

が此の場 合も同様に変化は認めなかつた.

以上 よりピアル ロニダーゼ投与にては余 り判然とし

た膠質量の増 加は認め られず,少 数例を除いて大半は

全 く変化 を認めず,又 増 加を見た場 合 も注射後2-4

時間に限 られ る様であ り,此 の増加 も詳細 に検討す る

と,そ れ程はつ き りした意味付けは困難の様である

(第柵,及 びIX表)

3)強 力C

本剤の投与成績は既 にその詳細を発表 したが,そ の

投与 時の膠質増 加傾向は概 して3～11時 間に亘つて此
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第皿表 ピアル ロニダーゼ投与例

症例

1清○

δ

　

左
腎
石
)

1の1

1の2

1の3

1の4

Y

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1

1

1-2

1-2

1

1

YYR

3

3

YR

3-5

3-5

RRY

3-5

3-5

4-5一

4-5

一 13-5

.
3-5

3-5

R

6→

6→

6→

6→

6→

6一 レ

233

注射前尿

20QOTRU注 後1時間尿

1-3時 間 尿

皿○川

δ

〃

〃

〃

〃

3-6時 間 尿

　

膀
胱
石
)

6-11時 間 尿

24時 間尿

6→1注 射 前 尿1

・-1欝TRU注 後一4時 間

　

6-・ 〃24時 間 尿

注 射前 尿

.4000TRU注 後 一2時 間

尿

〃2-4時 間 尿

皿の1

皿の2

llの3

3-5

34-6

3-5

2-34-5

一12-3

1-13-5

i-3-5

6→

ト7→
_16→

L

l
1

6→ 〃

415→"

1

1

1-2

1-2

1-2

1-3

1-2

1

1-2

2

2

3-5

3-4

2

3

2

'12

1

1

1-2

1-2

1

4-8時 間尿

2

2

3

3

2

3-56

3-6

3-67

4-67
　

4-67

3-61一

3-5

3-6

3-5

6

6

3-5

3-6

4-6

6

4-61-
1

3-6.一

7→

7-'

8→

8-'

8→

7一 レ

7→

7→

7-'

7→

7→

7→

7-・

7→

注射前尿

2000TRU注 後1時間尿

〃

〃

〃

〃

1-3時 間 尿

3-6時 間尿

12時 間 尿

24時 間尿

注射前尿

2000TRU注 後4時間尿

24時 間尿

1
6r注 射前尿

6→14000TRU注 後8時 間 尿

・一ト ・・縣

　

6→L・■4日 目 全 尿

ノ 24時 間尿

皿剥1

5

δ

　
右
腎
石
)

1-2

1

1

1

注射前尿

4000TRU注 後2時 間 尿

〃

〃

〃

2-4時 間 尿

4-8時 間 尿

24時 間 尿

、1,_,

1
34-5

23-5

23-5

23-5

1
-16→

16→

1・-

6-'

6-・

}

注 刻 前 尿

ス プ ラ ーゼ1000U注

後3時 間尿

注 後24時 間全 尿

〃24-48時 間全 尿

(注 後72-96時 間値 も

同 じ)
〃48-72時 間 全 尿

第D【表 ピア ル ロニダ ー ゼ投 与 例(分 離 尿)

症 例

南○ ♂

(右腎石)

右 尿

YYYRYRRRYR

1-3

1-3

4-7 8→

4-678-》

左 尿

YYYRYRRRYRi

1-2

1-3

34-6

4-6

7一 レ

7-〉

注射前尿

4000TRU注 後4時間尿

れを認め,又 投与量に関 しては大量注射 を行 う程膠 質

増加は著明である,特 に25cc投 与 に於いては15～

20cc投 与例に比 して8時 間を頂点 とす る…著明な増 加

を認めた.

又持続投与成績 としては0時 及び12時 に各20cc宛

1日40ccを 投与 し,翌 日正午迄の24時 間尿を採取

し,注 射前 日,及 び2-3日 間の連続投与期間及び投

与終了後2日 間の各 全尿の一部に就いて膠質量を測定

した.こ れによると全例 に尿中保護膠質の増量を認め

且つ注射終了後 も少な くとも第2日 目迄は高濃度 を持

続 し,第 皿例に於いては注射後4日 目に して初めて濃

度の低下を示 して居 る.又 再発性左腎結石症例に強力

C20ccを 投与 し,そ の前後の両側採尿を 行つたが

注射4時 間後では両側共軽度の増加傾向 を示す のみで

あったが,8時 間後の膀胱尿では著明な変 化 を 認 め

た.

又前立腺 肥大症,膀 胱結石,高 度の膀胱炎を合 併し

た症例,及 び両腎共に高度の機能障碍を有する左腎結
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第X表 強 力C投 与例

症例Y YYR

1西 ○

δ

ハ

右
腎
石
)

1」_、

1-2

1-2

1-2

1

YR

五〇水

3

　
左
腎
石
)

2

4-5

1

1

1

1-2

3-5

3-5

3-5

2

,1-・1一

陪

3-5

2-4

2-4

3-5

3-5

3-5

2-4

RRYI・1

6

6

6-・ 注射 前 尿

7→15cc静 注 後1時 間 尿

7→ 〃3時1用 尿

6→ 〃6時 間 尿

6-,〃12時 間 尿

注射前 尿

20CC静 注後1時 間尿

IVO部

5

5

5

δ

　
右
腎
石
)

6一 レ

6→

6一 レ

6一 レ

6一 ン

6→

皿清○

6

　
左
腎
石
)

1

1-2

1-2

1

1-2

1-2

1

3

3

2

2-41

4-56

4-5!

13-si1

3-415-7

一 旨3-6

,i、 一

6

6

12-45

7→

7一 レ

7一 レ

8一 レ

7→

6→

〃

〃

〃

〃

3時間尿

6時間尿

11時間尿

24時 間尿

注射前尿

25cc静 注後2時間尿

4時間 尿

6時間 尿

8時間尿

12時間尿

24時 間尿

1-4

V奥 ○

δ

　
左
腎
石
)

〃

〃

〃

〃

ク

vrO田

ε

　
左
腎
石
)

1-5

1-5

1-5

1-5

1-5

1-5

1-5

1-5

1-6

1-6

1-6

T
1-21-

'一「3-4

1-6i-

1-5一

1-5

1-3・ 一

↓

6

6

、L

6i_

6

7

3-6

5-8

6

5

7

6

5→

6→

7→

7→

7→

7→

6→

7→

6→

7→

7→

8-'

7→

9→

8-〉

注射前 日24時間尿

(毎12時20cc静 注)
注 射開始24時 間尿

第2日 全尿(注 経続)

第3日全尿(注 経続)

注終 了後24時 間全尿

〃 第2日全尿

注射前 日24時間尿

(毎12時20cc静 注)
注 射開始24時 聞尿

第2日 全尿(注経続)

第3日 全尿(注 経続)

注終了後24時 間全尿

〃 第2日 全尿

7→,

7→

6→

注射前 日24時間尿

(毎12時20CC静 注)注射開始
24時 間尿

第2日 全尿(注 経続)

注終了後24時 闇尿

〃 第2日 全尿

〃 第4日 全尿

第 皿表 強 力C投 与例(分離尿)

症 例
右

YYYRYR

尿 一 左一 尿
RRYRYYYRYRRRYR

駒 ○

δ

(左腎石)

1

1-2

2

3→

3-・ 1

1-2

2

3

3

膀 胱 尿 1 2-345-・

注射前尿

20cc静 注 後4時間尿

〃 8時間尿

核の1例 に於いては投与前後に認め得べ き変 化はなか

つた(第X及 び第X工表)

不 分 極 電 極挿 入 に よ る塩 類 析 出 阻止 成績

尿中に不分極電極 を挿入せ る場 合,長 沢によれぽ陽極

先端に塩類の 析出を認め,且 つ此の程度はpHの 大

な る程,電 圧の大な る程大量 であ り,又 尿の濃縮に よ

る影響は認め られて居ない.

此の濃縮は尿中塩類濃度 と膠 質濃度の比が同一であ

る為 変 化 が ない もの と考 え て,次 の種 々の実 験 を試み

た.

1)尿200ccを60℃ に て100cc迄 濃縮 し,此

れ に100ccの 強 力Cを 加へ た 液(A)を 原 尿 のま ま

の200cc(B)を 対 照 と して,此 の両 老 の各 々に不

分 極 電 極 を24時 間 挿 入 した.

此 の場 合 の各 液pH共 に6.2で あ り,電 極 間 距離

3cm,電 〔E6Vで あ り,そ の 小 川反 応 はA液Y1一
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2,YR3,R4→,B液Y1-2,RRY3,R4-† で

あった(此 の場 合 両液 の 塩類 濃度 は 同 一な る も,膠 質

濃度はA液 の方 が増 加 して 居 る)

此 の24時 間通 電後 の成 績 はA液 側硝 子 容 器 に ては 陽

極先端 に若 千の 白濁 及 び容 器 底 部の 陽極 下 方 に 軽度 の

混濁を認め た.B液 容器 にて は陽 極先 端 よ り底 迄塩 類

が雲状にな つ て連 な り,又 此 の 陽極 下 部 の混 濁 は陰 極

の近 く迄達 し,両 極 中 央 よ り陽極 側 は 尿混 濁(塩 類 析

出の為)著 明 で,且 つ そ の周 囲 約1cmに 亘 り析 出

塩類塊 の浮游 す るの を認 めた.

2)尿150ccに 強 力C50ccを 加え た液(A)

及び同一尿150ccに 蒸溜 水50ccを 加 えた液(B)

を作 り,共 にpH6.8と して,そ の各 々に 不 分極 電

極間距離3cm,電 圧3Vに て48時 間通 電 した.此

の両液 の小 川反 応値 はA液Y1,YR2,YYR3,R4-・

でB液Y1,YR2,R3-・,で あ っ た.

此 の場 合 も実 験1と 同様A液 にて は殆 ん ど 沈 澱物 を

認めず,B液 に ては陽 極 先端 部 に塩 類析 出著 明 で,そ

の周 囲に同様 の混 濁 を認 め,板 状 沈澱 物 を底 部 に認 め

た.此 の両 液 を炉過 して析 出塩 類 の 重量 を 測 定 す る

と,そ の重 量差 はB液 に於 け る方 が0.069過 重 で あつ

た.

3)強 力Cを 毎12時 間20cc宛 静 注 した 場 合 の24

時間尿中の200cc(A),及 び 同一 人 の注 射 前 日24時

間尿中の200cc(B)の 各 々に就 いて,両 液pH6.2

として同様 に極 間 距離3cm,電 圧6Vに て24時 間

通電 した.此 の場 合 の塩 類 析 出状 態 はB液 に於 い て は

A液 よ り著 明で あ り,約2倍 量 の塩 類 析 出 を 認め た.

此の塩 類析 出重量 はA液0.98gに 対 しB液1.059で あ

り0.079の 差 を 認め た.此 の電 極挿 入 前 の 小 川反 応 は

A液Y1-2,YYR3-4,YR5-8,R9→ で あ り,比

重は1024,全 尿量 は1010cc,P濃 度 は72mg/d!,

Ca濃 度は26.2mg/d1で あ つ た.又B液 小 川反 応 は

Y1-2,YR3-6,R7→ で あ り,比 重 は1021,全

尿量は1010cc,P濃 度 は71mg/d1,Ca濃 度は

22.4mg/d1で あ つ た.

4)尿150ccに グ リチ ール リチ ン250mgを 強

力C50ccに 溶解 せ る液 を 加 えた場 合(A),及 び

同一尿150ccに 蒸溜 水50ccを 加 えた場 合(B)を 作

り,共 にpH6,6と して,電 極間 距 離3crn,電 圧6

V.に て48時 間 通電 した.此 の場 合両 液 に於 け る析 川

塩類重量差 は0,06gで あっ てB液 の方 に大 量 の塩 類 析

出を認めた.尚 小 川反 応値 はA液Y1,YR2-3,R4

→,B液Y1 ,YR2,R3-・,で あ つ た.

5)尿150ccに グル コー スシ ス テ イ ン250mgを

強力C50ccに 溶 解 せ る液 を加 えた場 合(A),及
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ひ 同 一一尿150ccに 蒸 溜 水50ccを 加 え た液(B),

をf乍 り,共 にpH6.4と して,電 極 間 距離3cm,電

圧6Vに て48時 間通 電 した 。此 の場 合 の 両液 に 於 け

る析 出塩 類 重量 差 は0.1gで あ り,B液 の 方 に大 量 の

塩 類 析出 を認 め た.両 液 の小 川反 応 値 はA液Y1-2

YR3-4,R5→,B液YR1-2,R3一 レであ つ た.

6)実 験12)と 同様 に 尿150ccに1%コ 硫酸50cc

を 加 えた 液(A),及 び同 一 尿150ccに 蒸 溜 水50cc

を 加 えた 液(B)を 作 り,両 者 のpHを6.6と し

て,極 問 距離3cm,電 圧3V.に て48時 間 通電 した

此 の場 合 の 両 液 に於 け る析 出塩類 量 は 明 らか にB液 の

方 に 大量 で あ り,そ の両 者 の 塩類 重量差 は0.08gで あ

つ た.

7)尿140ccに ポ リタ ミソ 静注 用60ccを 加 え

た 液(A),及 び 同 一尿140ccに 蒸溜 水60ccを 加

えた 液(B),の 夫 々のpHを6.2と して,電 極 間

距 離3crn,電 圧3Vに て48時 間通 電 した.此 の場

合 明 ら か にB液 容 器 内 に塩 類 析 出 の 大 な る の を認

め,A液 の塩 類 析 出量 は 極 く少 量 で あつ た.両 液 の小

川 反 応値 はA液Y1-4,YR5-6,RRY7,R8→

B液Y1,YR2R3→,で あつ た.

8)尿190cc中 に尿 素1.Og,蔭 酸 加里O.S9及 び

尿酸 痕 跡 を加 えた 液(A)及 び 同一 尿190cc(B)に

就 い て,そ の各 ノ(に電 極 間距 離3cm,両 液pH5.8と

して電 圧3V.に て48時 間 通電 した.此 の場 合両 液 共

に 塩 類析 出は かな り著 明で あ るが,特 にA液 に於 い て

強 く,硝 子 容器 底 部 に板 状 の塩 類 の沈 着 を認 め た.析

出 塩 類 重量 差は0.16gで あ り,A液 の 方 が かな り大 量

で あ つ た.

以 上 の実 験(1)一(7)の 場 合は 塩 類 濃度 が 同 一で 膠 質濃

度 に 椙違 の有 る場 合 であ つ たが,此 の実 験(8)の 場 合 は

膠 質 濃 度は 同 一で あ り,塩 類 濃 度 のみ に 相違 を生 ぜ し

め た もの で,以 上 よ り塩 類 濃度 と膠質 濃 度 とが互 に塩

類 析 出 に逆 の作 用 をな して 居 る事 が 明 らか で あ り,又

尿 を濃 縮 した場 合 と濃縮 しな い そ の まま の同 一 尿 との

問 に析 出 塩 類量 の差 が 無い と云 う事 も,此 の 膠 質 と塩

類 との濃 度 が共 に濃 縮 され る為 で あ り,此 の二 者 間の

平 衡 の差 が 大 な る程,即 ち 膠質 濃度 低 下 及び 塩 類 濃度

上 昇が あ る程,塩 類 の析 出が 促 進 され,又 逆 の 差 が大

な る程,即 ち膠 質 濃度 上 昇及 び 塩 類濃 度 低下 に よっ て

塩 類析 出は 抑制 され る.

9)次 に膠 質 濃度,塩 類 濃度 共 に等 しい場 合 の細 菌

に よ る影響 を見 る為 に,尿200ccに 大 腸 菌 を 浮游 せ

しめ,此 れ を37℃ に て24時 間 放置 後 の菌 繁 殖 の為 に

軽 度 に 潤 濁せ る尿(A),及 び 無菌 を 保 つ た 同 一尿

200cc(B)の 両 者 のpHを6.6と して,そ の 各 々 に
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電極間距離3cm,電 圧6V.に て24時 間通電 した.

此 の電極挿入前の両者の膠質濃度は等 しく,共 に小川

反応で32倍 稀釈 にて保護作用は消失 した.24時 間後に

於ける塩類析出状態は共に著明であるが,大 腸菌を浮

游せ しめたA液 の方に塩類の析出がやや多い様に見 ら

れ,此 の析出塩類 重量差は0.1gでA液 の方に大量で

あつた.

以上〔1はり(9♪迄の各組 の被験尿は(3}の場合を除いて

第X皿表
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全て正常尿を用いた.

又夫々の析 出塩類の定性分析の結果は第】皿表の通 り

であ る。

以上の結果 よ り強 力C,及 び そ の構成々分,コ 硫

酸,ポ リタ ミソ等試 験管内で保護作用の明 らかな薬剤

の添加によつて塩 類の析 出が抑制 され,又 膠質及び塩

類濃度が同一の場 合は大腸菌感染のある方が,や や塩

類析出は増加す る様 である(第 囮表)

電極挿入に よる塩類析出

資 料
[1

電 圧lpH
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尿200ccをIOOcc迄 濃縮+強 力ClOOcc(A) 6V 6.2
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尿石症 の原 因 は 多 く数 え られ て来 て居 るが そ

む中で辰膠 質 の 変調 が重 要 な役 翻 を な す事 が億

ぜ られ る様 に な り,此 の増 加 を以 つ て 尿 石 形 成

を阻止或 は増 大 を 防止 ぜ ん とす る試 み が種 々の

薬剤 を投 与 す る事 に よつ て研 究 され て来 た.

ButtaR藁Ha登ser(1952)を 柔ヒア ル ロニ ダ

ーゼを皮 下注 射 す る事 に よつ て,150mgの 注

毅 では1～2時 聞 後 に・膠 質 濃度 は最 高 と な り,

その作 用 は24～96時 間持 続 す る纂 を 暗 視野 顕微

鏡 表 画張 力 灘定,尿 濯 濁灘 定 に よつ て述 べ て

居 る.

3ζ膵 ◎撮zogek雛.Bran{至 §重e雛er(1952)ξ ま

ビアル ロユダ ーゼ 叉は ビア ル ロ ン酸 は 尿 中 保護

膠 質を増 加 させ るが,そ の膠 質 の本 体 が ヒア ル

ロン酸 か或 は その分 解 産物 で あ るか,叉 は 此 れ

らの結合 した 高 分 子 化合 物 で あ るか は 不 明 で あ

ると述 べ て居 る.

而 し叉Helsbyetal.(1953)は ビア ル ロ ・・x

ダーぜの家 兎 の異 物結 石 に対 す る成 長 阻 止 効 果

を調べ て対 照 と差 泣 の 無 か つ た 事 か ら,叉

Gibian(1953)は ビア ル ロ=ダ ーゼ注 射2時 間

後の尿 中 に ピアル ロン酸 を主 成 分 とす る酸 性 多

糖類 が増 加 し て居 な い事 か ら,何 れ もButtの

説には 反離 し て居 る,叉 井 上(曙 瀦30年)は 金

ゾル 反応 に よつ て,同 様 に ピア ル ロニ ダ ーゼ 柱

射後 の膠 質 に就 い て精 査 し,Buttの 鷲 う様 な

著 明な保 護作 用 増 強,沈 降 作 用 減 少 を認 めず,

その効果持 続 は僅 か に3～5時 闇 で あ る と述 べ

て居 る.

私 も ピア ル ロニ グ ーゼ の影 響 を小 川膠 質 反応

によ り,そ の時 間 的 経 過 を 精査 し て 見 た が,

2000～4000TRUの 投 与 に よつ て 増 加 を認 め

た場 合轍8隅 試 み た 中 わず か2隙 こ過 ぎず,そ

の持続 時 間 も注射 後1～3時 間 に限 られ る様 で

あ り,且 つ 大多数 の例 に於 いて は 認 め 得 られ る

様 な高 濃度 は来 た さず,殆 ん ど沸 射 前 と同 様 の

状態 を承 した.

強力Cに 関 して は井 上 は 著 明 な尿 膠 質 保 護作

用の増強,沈 降 作 胴 の 滅 少 が あ る事 を認 め,そ

の有 効時 間 は6～15時 間 で あ る と述 べ,更 に動

237

物 実験 に よ りチ ビ オン結 石 の 発 生 を予 防 し得 る

事 を認 め て居 り,且 つ そ の構 成 汝 分 中で は グ リ

チ ール リチ ンが最 もその作 用 が強 い と し て 居

る、又 幾 の保 嚢作 絹 増 強 は 周接 的 で あ る と推 定

して居 るが,加 藤(昭 和32年)は 直 接 的 で あ る

と述 べ て居 る。

私は小川反応により患者に各量の強力Cを 投

与し,そ の厩中膠質を調べたが,特 殊な2例 を

除いて他の6例 に尿膠質増加を認め,且 つその

作用持続時聞は6～12時 間であり,連 続投与し

た場合は注射終了後24～48聯 間は高濃度を維持

する様である,叉 大量に注尉する穫膠質の著絹

な増加を認めた.更 に試験管内実験 で小 川 反

応,山 添法共に著親に増強した為,又 電掻挿入

実験に於いて析出塩類量の軽減が明らかな為

その威分たる衡機高分子物質が尿中に撰港され

る為その混在による直接的な保護作用増強と考

えられるが,磯 し全罎量と控射量 とを比較する

と直 接 的 な因子 だ け では 臨 廉 成 績 に 見 られ る如

く高 い保 護 作 粥 は期 待 出来 な い為,直 接 作 用 以

外 に此 れ らの物 質 が 体 内 に で 他 の膠 質 の排 出 を

剃 戟 す るか,或 は膠 質 保 護 作 用 を 増強 させ る繊

な物 質 を排 泄 させ るか の間 接 的 な作 用 も同時 に

加 わ るの では ない か と考 え る 。叉 そ の主 成 分 た

る グ リチ ー ル リチ ン.グ ル 瓢 一ス シ ステ イ ン.

グ 夢コ 饗一ノしに 就 い て試 験 管 内 に於 け る保 穫 作

用 を精 査 した が,前 二 者 に著 明 な 膠 質保 護 作 用

を認 め,特 に グ リチ ー ル リチ ンに 強 度 で あ つ

た.伺 グ リチ ール リチ ン よ りグル ク ロ ン酸 を 分

離 した グ 夢チ ～ ノレレチ ツ タ酸 に 就 て検 す る と,

そ の作 用 は 更 に 強 力 で あ る事 を確 認 した.

術 強 力Cに 関 して は原 田等(1954)及 び楠 等

(昭 和30年)に よつ て も,そ の膠 質保 護 作 用 の

増 強 す る事 が認 め られ て 居 り,共 に グ リチ ール

¥チ ンが 最 もそ の作 胴 が強 い と述 べ て 居 る.

コ硫 酸 に就 い ては 齋藤(1954)が 蔭 酸 カ ル シ

瓢 一 ム浮游 液 の沈 降 を阻 止 す る能 力 の有 る の を

認 め,そ の最 た阻 止作 用 は 注射 後 か ら2～3時

闘 が著 朗で あ る と述 べ,藪 こ儲 輔 丁に塩 類 結 晶

の 為,肉 濁 して居 た 尿 が 注射 数 分後 よ り実験 終

了時 迄 敏侍 間 も清 澄 に な つ た 事 を 記載 し て 居

り,叉 山添 法 に よつ て注 射1時 間 後 よ り3～6
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時 闇 迄 点数 の上 昇 を認 め,同 様 の 講造 を有 す る

ヘパ リン に就 い て も同様 の作 用 が有 る事 を証 明

して居 る.

私 は本 剤 を5例 の患 者 に連 続 的 に投 与 して,

その 膠 質 保護 作 用 を24侍 間 尿 の一部 を取 り測 定

し て 見た が.そ の結 果 は 全例 に 膠質 増 加 を 認

め,且 つ 注射 終 了後 の 膠 質 の高 濃度 持 続 は24～

48痔 間 で あ る事 を確 認 した.更 に塩 類 尿 の為 に

常 時 尿 掴 濁 を来 た せ る患者 に本 剤 を投 与 して,

その潤 濁 の極 め て軽 快 した1例 を経 験 した.

又本 剤 の 試 験 管 内 実験 で は小 川反 応 で は膠 質

作 用 は 全 く認 め られず,ピ ア ル ロニ ダ ーゼ と一

定 時 聞37℃ に て置 い た場 合 に保 護 作 用 が 出現

す る様 で あ り,そ れ よ り コ硫 酸 の分 解 産 物 が保

護 作 用 を有 す る のか と も 考 え て,N-Acetyl

galactosaminに 就 いて そ の作 用 を 検 して 見 た

が 同様 に保 護作 用 は認 め 得 な か つ た.而 し なが

らコ硫 酸 自 体,山 添法 に て試 み た場 合 は,明 ら

か な保護 作 用が あ る為,そ の作 用 が 分解 遇程 に

於 け る もの か.そ れ 自体 に あ るの か,何 れ の部

分 で惹 起 され るか は 不 明 で あ る.叉 電 極挿 入 実

験 に於 いて は コ硫 酸 自体 に よ る保 護 作 用 が 明 ら

か に認 め られ る.

コ硫 酸 と 同様 に ヘ パ リンに 就 い て も試 験 管 内

実 験 を試 み たが,全 くコ硫 酸 と同様 の態 夏 を小

川 反応,山 添法 共 に 示 した.

本 剤 の保 護 作 用 増 強 も試 験 管 内 実験 及 び電 極

挿 入に よ る実 験 の結 果 に見 られ る如 く,明 らか

に直 接 的 な 保護 作 用 増強 と考 え られ るが,更 に

前 述 した 強 力Cに 於 け る場 合 と同様 に 臨 床 使 用

量 か ら考 えて 間接 的 な作 用 も同時 に 加 わ るで あ

ろ う と考 え る.

以 上 の薬 剤 の 他 にH.C.HarlinandL.

Wiese1(1954)は 尿 石 患者25例 に グル ク ロノ ラ

ク トンを経 口的 に投 与 し て,尿 表 面 張 力 の減 少

を認 め,グ ル ク ロ ン酸 が 尿石 予 防 に 応 用 し得 る

と述 べ て居 る,叉 井上 は強 力Cの 他 に ス プ ラー

ゼ,テ ス トス テ ロ ンー グ ル ク ロ ン酸,ル チ ンに

保 護作 用 増強 を認 め,森 等 は グ ル ク ロン酸 に そ

の作 用 が あ る事 を認 めて 居 る.

加 藤 は(昭 和32年)ペ レ スtンN,チ ヨコ ラ

A注 射 液,10%ゼ ラチ ン注 射 液,グ リチ ロン注

射 液,強 力Cは 何 れ も臨 床 実験 及 び試 験 管 内実

験 で 著 明 な膠 質 保護 作 用 を有 し,特 に ペ レス ト

ンN,チ ヨコ ラAは 優 れ て居 る と山添 法 に よっ

て述 べ て居 り,3嫁 兎 膀胱 異 物 に対 し,ペ レス

}ンN注 射 は 或 る程 度 結 石 形 成抑 制 効 果 が あ る

事 を証 明 し,更 に 此 れ ら薬 剤即 ち ポ リビニ ール

ピ ロ リ ドン.チ ヨ コラAの 溶 媒 た るポ リエチ レ

ン グ リコー ル誘 導 体,又 蛋 白ゼ ラチ ン・ グ リチ

ー ル リチ ンの何 れ もが 分子量 が大 な る為,此 れ

らの高 分 子 物 質 が著 明 な膠 質 保護 作 用 を有 す る

と考 え て居 る.

大 堀(昭 和34年)は グ リセ リンの 経 口投 与 に

よ り著 明 に 尿 膠質 保 護 作 用 増 強 を 来 た す事 を認

め,そ の有 効持 続 時 間 は5～6時 間 で あ ると述

べ,更 に動 物 実験 に よ りグ リセ リン内 服 が チ ビ

オ ン結 石 の 発生 率 を減 少 させ る事 を確 認 して居

る,又 此 の グ リセ リンの保 護 作 用増 強 は,そ の

排 泄 途 中 で グ リセ リンが 膠 質 の 排 泄 を刺 戟 す る

か,或 は 膠 質 保 護作 用 を増 強 せ しめ る様 な物質

群 を排 泄 させ るか の何 れ か で あ る と 考 え て 居

り,試 験 管 内 では 直 接 作 用 が な い為 に 間接 的 な

作 用 で あ る と述 べ て居 る.

私 も種 々 の物 質 に就 い て試 験 管 内 で直接 的 に

保護 作 用増 強 を 示 す物 質 を調 べ た が.前 述 した

強 力C,コ 硫 駿,ピ ア ル ロニ ダ ーゼ,ヘ パ リン

及 び此 れ らの分 解 産物 以 外 に はLメ チ オ ニ ン.

ト リプ トフア ン,チ スチ ン・ ポ リタ ミン静注 用

液,メ チ オ マ スチ ゲ ンB12,マ ス チ ゲ ンB12・

ル チ ン に夫 々小 川 反応 に て 保護 作 用 を 認 め た

が,更 に 山 添法 に て は チ ス チ ン,メ チ オ ニ ン,

ト リプ トフ ア ン.グ ル タ ミン酸,ア ル ギ ニン ヒ

ドロ ク ロ リー ド,イ ソロ イチ ン,リ ヂ ンに も程

度 の 差 は あつ た が 。夫 女 に 保護 作 用 増 強 を 認

め,又 グ ル ク ロ ン酸,マ スチ ゲ ンB,2,ル チ ン

,ポ リタ ミン静 注 用 液 に も直 接 的 な保護 作 用増

強 を確 認 し た.而 し て此 れ ら の 中両 膠 質 反応 成

績 の一 致 し な い も の に就 いて は 今 後 更 に検 討 を

要 す る もの と老 え る.

次 に 臨症 実験 に 用 い た 強力C,及 び その構 成

汝分,コ 硫 酸 の 他 に ポ リ、タ ミン静 注 用液 を用 い

て,比 れ ら薬 剤 を 尿 中 に 添 加 せ る場 合 と尿 のみ

の場 合 とに就 い て,不 分 極電 極 を 夫 汝に挿 入し
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て塩類析出状態を観察し,そ の析出塩類量によ

り保護作用を確めて見た.そ の結果は同項に記

載した様に何れもが明らかに析出塩類量を減少

せしめる作用を有して居り,此 の点より見ても

此れら薬剤の作用は人体経過による間接的な作

用だけではなく,直 接的な膠質保護作用をも有

するものと考えられる.

更に逆の対照として膠質物質 とは逆に塩類を

尿中に添加した場合をも対照尿と共 に 検 した

が,明 らかに塩類濃度の高いものの方が析出塩

類量も増量して居た.叉 強力C注 射前と注射後

の尿に就いても,注 射後の尿の方に明らかに析

出塩類量の減少を認めた.

叉膠質濃度,塩 類濃度共に同量の場合は,菌

感染(大 腸菌)の ある尿の方が析出塩類量も増

大する様であり,同 一条件下では菌感染のある

方が尿石形成を来たし易いと考える.

(以上実験剤料中 コ硫酸は科研製 セレブ リン及び コ

ソドロンを使用 した)

結 語

小 川膠 質 反応 及 び 山添法 を 用 い て各 種 ア ミノ

酸 及び各種 薬 剤 に就 い て尿膠 質 増 強 作 用 を試 験

管 内に検 し,叉 各症 例 に投 与 して 次 の如 き結 果

を得 た.

1)各 種 ア ミ ノ酸 の 試験 管 内 の態 度 は ト リプ

トフア ン,チ スチ ン,Lメ チ オ ニ ンに両 膠 質 反

応共に陽 性 で あ り,ア ルギ ニ ン ヒ ドロク ロ リー

ド,イ ソロイチ ン,リ ヂ ン,グ ル タ ミン酸 は 山

添法のみ に陽 性 で あ る.

2)各 種 薬 剤 の試 験 管 内 で の 成績 は,ポ リタ

ミン静 注 用液,マ スチ ゲ ンB12,ル チ ン.強 力
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C及 び そ の構 成 々分 た る グ リチ ール リチ ン,グ

リチ ー ル レチ ツ ク酸,グ ル コー ス シス テ イ ン等

に 両 反応 共 に増 強 を認 め,メ チオ マ ス チ ゲ ン

B■,は 小 川 反応 の み に,コ 硫 酸 は 山添 法 の み に

そ の作 用増 強 を認 め た.

3)尿 石 症 患者 を主 と した各 症 例 に 強力C,

ビア ル ロニ ダ ーゼ,コ 硫 酸 を 投 与 し,そ の 尿 膠

質 に及 ぼす 影 響 に就 い て は強 力C,コ 硫 酸 は 共

に尿 中保 護 膠 質 の増 強作 用 が 強 い事 を確 認 した

が,ヒ ア ル ロニダ ーゼ に関 し ては そ の効 果 は疑

問 で あ る.

又 コ硫 酸 自体 及 び そ の分解 過程 に於 け る物 質

の 何れ もが 保 護作 用 を 営む もの と推 定 され,そ

の作 用 は直 接 的 で あ る と共 に 間接 的 に も影響 を

及 ぼす もの と考 え る.又 強 力Cに 就 い て も同様

に 両面 の作 用 が あ る と思 われ,そ の構 成 々分 中

で は グ リチ ール リチ ン.特 に グ リチ ール レチ ツ

ク酸 が そ の作 用 が 強 い.

4)尿 中 に ポ リタ ミン静 脈 用液,強 力C及 び

そ の構 成 物 質,コ 硫 酸 を 加 え て不 分 極電 極挿 入

に よ る塩 類 析 出 実験 を行 な い,対 照 尿 との比 較

を行 つ た が,此 れ ら薬 剤 の混 合 に よつ て明 らか

に析 出 塩類 量 は抑 制 され る.

叉 塩 類 添 加,大 腸 菌 浮 游 尿 に て は対 照 に比 し

て 明 らか に 析 出塩 類 量 は 増大 し た.

(本論文 の要 旨は昭和30年 日本医学会第43回 総会に

於て稲田教授に より宿題報告の一部 として報告 した)

(御指導並びに御校閲を賜つた恩師稲 田教授 に深謝

す る)
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